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　夏から秋にかけて、部活動を始め多く
の行事や特別活動が行われ、生徒の皆
さんの真剣なまなざしや溢れる笑顔、歓
喜の声にたくさん接しました。そうした
中、コロナ禍を踏まえて、活動ができる
ことが当たり前と思っていたことが当た
り前でなく、活動できる瞬間がとても大
事なことに気づいたという声が聞かれま
した。このような思いを持って、物事に取

り組むことのできる西高生は素晴らしいと思います。一瞬一瞬を大切
にして、高校生活をより充実したものにして欲しいと願っております。
学校では可能な限り、生徒が主体的に取り組むことのできる活動の
機会を設けていきます。

軽やかな心
　さて、活動に取り組む際の心構えで大切なこととして、一瞬一瞬を
大切にすることの他に先哲の言葉から、軽やかな心を持つことを紹
介します。ニーチェによると、「何か創造的な事柄に当たるときはもち
ろん、いつもの仕事をする場合でも軽やかな心を持っているとうまくい
く」とのこと。もし、軽やかな心は持っていないと自覚する人がいたらそ
の場合には、「多くの知識に触れたり多くの芸術に触れたりすることに
よって、人の心は徐 に々軽やかさを持つようになっていく」と、対処法も
示されています。
　11月に入って部活動や研究発表、各種コンクールなどでの西高生
が活躍する舞台が続いています。また、3年生は一人ひとりの目標に
向けて大事な時期が続いています。それぞれつらく苦しい場面もある
と思いますが、軽やかな心を持ちながら乗り越えていってくれることを
切に願っています。
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IBフルディプロマ生の学びの成果発表を通じて、
１年次生がIBについて学びました。（10月7日 土曜学習会）
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10月21日に富士河口湖町で行われたTGC FES YAMANASHI 2023に、
本校ダンス部がDOBERMAN INFINITYのバックダンサーとして出演しました。

　練習が始まったのは9月半ばでした。普段講師なしに活動している私達にとってプ
ロの方々にレッスンをして頂く機会は新鮮なものでしかありませんでした。少ない練習
期間でしたが1回1回の練習を大切に私たちにしかつくれない最幸の舞台を作り上
げたいという一心で駆け抜けました。TGCという夢の舞台が終わった今、私達の心
には喪失感しかありません。全員にとって初めてのバックダンサーという経験、本番の
舞台は4分30秒あったはずが数秒に感じられ踊った感覚がなかったです。舞台から
の景色は、これまでにないほどの輝きでした。本番終了後メンバーに「皆さんのフレッ
シュなダンスにパワーをもらいました！」と言っていただきその言葉が何よりも嬉しかっ
たです。ただただ幸せな忘れることのできない思い出になりました。多くの方々の支え
に勇気とエールをもらいました。ありがとうございました。西高ダンス部はこれからも、
まっすぐな瞳の先にあるただ一つだけの未来を強く信じ、見てくださる方に笑顔とパ
ワーをお届けできるように突き進んでいきます！　　　　   長澤  和未（増穂中出身）

　自分の作品を見てもらうことは初め
ての体験で、なんだか不思議な感じ
がしました。展示を通して、自分の
思ってもいなかった考えを一年生の
皆さんからいただくことができ、美術
作品の解釈の奥深さ・幅広さを感じ
ると共に、新たな視野を養うことがで
きました。

萩原  ののか（玉幡中出身）

1つのテーマに沿って複数の作品を展示し説明します １つの問いについて３つの事物を示して説明します

　相手に伝える、ということを強く意
識して発表に臨みました。今回表現
や視覚情報の選択を深く考えたこと
を通して、これから文章化していく際
にさらなる論の発展を目指していきた
いと考えています。
鎌倉  奈奈美（梨大附属中出身）

Know Thyself , Enrich Thyself

書：穎川 太郎（山梨南中出身）
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Me�age

　　　藤井
授業のことについて言っていいです
か？65分授業と聞くと、長いと感じる
人も多いかもしれませんが、先生方
が生徒の学びを丁寧にサポートして
くれるので、楽しく65分間の授業を
受けることが出来ています。授業の
中でもペア活動が盛んなので、相手
の考えていることを知ることができ
るし、自分も相手に分かりやすく伝え
ることを考えながら説明して、理解が
深まるのが良いと思います。

　　　宮川
高校生になると部活や生徒会活動、
家庭での学習などやることも幅広く
なりますが、３年間を通じて課題解決
能力や、時間のやり繰りを身に付け
ることができそうです。

　　　臼井
休み時間にみんなで小テストに向け
た問題を出し合うこともありますよ。

池上先生の日本と外国の関係の話を聞いて、日本をよく知るためにも外国
で様々な経験をして見聞を広げることが大切だと強く感じました。これらの
経験は、外国の文化・宗教などにも理解を深めることになり、多様な社会で
共生するには必要なことだと認識することができました。

辻 寛菜（甲府西中出身）

今回の講演で、「挑戦する」ということが様々な成功に繋がると思った。嶋津
さんは海外に行こうというきっかけのもと、相手に教えたり、塾を開いたりす
ることで、大学合格、会社経営など今の成功に繋がっている。しかし、その中
で失敗も繰り返したと思う。「失敗すること」と「挑戦すること」の繰り返しが大
事だと感じた。　　　　　　　　　　　　　　　  吉澤 峰央（田富中出身）

落語家の方々の話し方はとても聞きやすく洗練されていてとても参考にな
りました。また、師匠から弟子へと何百年もの間脈々と受け継がれてきた文
化のすごさを実感し、改めて日本文化の良さを知ることができました。

深澤 広佑（上条中出身）

体育祭
9月に行われた体育祭は、鳳凰祭以来の全校生徒が活動す
る機会となり、大きな盛り上がりを見せました。今年は昨年と
は異なり鳳凰祭のブロックTシャツを着用しての実施となり、
学年関係なく西高生が1つとなれた行事となりました。　　
　　　  　　　　  生徒会副会長　中澤 暖乃（北東中出身）

１年次対抗 … 玉入れ
２年次対抗 … 障害物競走
３年次対抗 … 借り人競争

優勝はEブロック（紫）！

全校競技
綱引き
ブロック対抗リレー

生徒それぞれの目標に向けて、楽しみながら進みました。
大会にご協力頂きました保護者の皆さまに、感謝申し上げます。

甲府西高校の様子を、生徒会の皆さんに聞いてみました。
イメージ通りだったこと、入学してみてはじめて気付いたこと、教えてください！

総合的な探究の時間特別企画
嶋津幸樹先生講演会甲府西高校は、県立高等女学校・甲府二高時代から数えて120周年を

迎えました。記念講演会では、ジャーナリスト・池上彰先生に、「世界に
おける日本の可能性　その中で君たちはどう生きるか」というテーマ
で、ご講演をいただきました。

英語の学び方や嶋津先生自身の海外のご経験、海外に目を向けグ
ローカルな選択をする重要性をご講演頂きました。講演終了後も質問
が止まらず、非常に刺激を受けた会になりました。

120周年記念式典・記念講演会

ウォーキング大会 芸術鑑賞会　「学校寄席」
笑い声や、真剣な眼差し、紙切りが仕上がった時の驚きの声など、
生徒たちの心動かされる様子がみられました。
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総文祭・インターハイに出場しました！

　　　臼井
私、部活が楽しいです！自分はダン
ス部なのですが、先輩たちとも仲が
良いし、男女一緒の部活なので、
様々な垣根がなくワイワイやってい
ます。放課後楽しく活動できるのが、
学校生活の中で物凄く大きいです。
最近はTGCや富士急ハイランドのイ
ベント、信玄公祭りと大きなステージ
に立てて、なかなか出来ない経験を
させてもらいました。

　　　臼井
何より鳳凰祭（学園祭）が大きくてす
ごいですよね！

　　　宮川
レベルが違う…！

　　　山下
模擬店をはじめコロナ禍でなくなっ
ていたものも本格的に復活したし、
お客さんも呼べる様になったね。

　　　藤井
普段の学習はコツコツやる子がい
て、鳳凰祭になったら一丸となって
前向きに進んで行くメリハリがある
よね。私達２年次生は年次対抗でダ
ンスをやったけれど、ダンスの練習
を通して、クラスがまたひとつになれ
て、凄く良い瞬間だったな。

　　　山下
授業だとか、大変そうなイメージが
あったけれど、実際入学してみたら、
本当にめちゃくちゃ楽しい。
西高は、中学生の時想像していたよ
りも、自由さがありました。

　　　宮川
高校に入って、今まで出会わなかっ
た様な人と話ができるのが自分に
とってとても大きいですね。

高校には興味深いことがたくさん
待っているので、中学生の皆さんも
緊張しないで高校生活を迎えてほし
いなと思います。

　　　臼井
オープンスクールを通じてアット
ホームなイメージがあったけれど、
本当にその通りでした。想像通り楽
しいなあと思って、日常を過ごしてい
ます。実際に学園祭やオープンス
クールに足を運んで、温かい気持ち
になってほしいです。

　　　藤井
西高は、生徒一人一人の学びを深め
るために先生たちが考えてくれてい
て、良い機会がたくさん揃っていま
す。中学生の皆さん、ぜひ西高に来
てください！

中学生へメッセージ

松住祐里　小野楓
塩澤彩華　横内璃子

体操競技（体操部）
志村晃太郎
文芸部門（短歌）

田中碧都　佐藤李樹
秋山翔弥　小池風花
岡田真歩

新聞部門（新聞部）
近藤俊太　田中康太
長谷部龍範

将棋部門（囲碁将棋部）
小野和奏

書道部門（書道部）

加賀美葵

美術・工芸部門（美術部）
総合開会式出演

西高には本気になれる仲間がいる。
コ  　 コ


